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事
故
急
病
（
醍
欝
陶
）
が
中
心
に

救
急
連
絡
は
”
一
一
九
番
”
に
ダ
イ
ヤ
ル

　
昭
和
四
十
四
年
十
月
か
ら
白
石
消
防
署
に
救
急
業
務
が
開
始
し

て
お
り
ま
す
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
非
常
時
の
際
の
手
足
と
し

て
、
全
幅
の
信
頼
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
そ
の
機
能
は
、
事

故
な
ど
の
負
傷
者
、
急
病
人
等
を
運
ぶ
た
め
の
救
急
活
動
で
す
。

本
号
で
は
過
去
一
年
間
の
活
動
を
御
紹
介
し
ま
す
。

四
百
二
十
三
回
の
出
場

　
現
在
は
仙
南
広
域
消
防
の
救
急
活

動
と
し
て
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
が

昨
年
の
『
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
利

用
状
況
（
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）

鮮

レゆ
げ

オ
　
雌

〆
亀「津

団溢≧

を
み
て
み
ま
す
と
…
…
出
動
回
数
が

四
百
二
十
三
回
で
主
に
交
通
事
故
や

急
病
な
ど
が
多
く
、
疾
病
割
合
で
は

外
科
や
内
科
が
大
半
を
占
め
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
帖
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、
～
ξ
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聖
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鋸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
罐
棚
灘
、
．

闘

〆／

救
急
車
の
出
動
は

．
救
急
車
”
の
出
動
は
、
次
に
上
げ

る
も
の
で
医
療
機
関
そ
の
他
の
場
所

に
緊
急
に
搬
送
す
る
場
合
に
限
り
ま

す
。o

ー
災
害
か
ら
生
じ
た
事
故
が
元
で

　
負
傷
し
、
ま
た
は
そ
れ
が
原
因
で

　
病
気
に
か
か
っ
た
方
。

o
ー
屋
外
ま
た
は
、
公
衆
の
出
入
り

　
す
る
場
所
で
生
じ
た
事
故
か
ら
負

　
傷
し
、
ま
た
は
病
気
に
か
か
っ
た

　
方

o
I
屋
外
で
、
生
じ
た
事
故
か
ら
の

傷
病
者
及
び
急
病
者
な
ど
を
救
急

車
以
外
に
適
当
な
手
段
が
な
い
も

　
の
。
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〔
皿
急
病
者
と
は
、
ガ
ス
類
に
よ
る

　
中
毒
、
自
殺
未
遂
に
よ
る
事
故
も

　
し
く
は
食
中
毒
、
異
常
分
娩
、
腸

　
捻
転
、
気
道
閉
鎖
な
ど
の
事
故
…

　
そ
の
ほ
か
救
急
車
で
運
ば
な
け
れ

　
ば
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
と
、
認

　
め
ら
れ
た
緊
急
の
事
故
を
い
い
ま

　
す
》

　
　
市
民
の
み
な
さ
ん
、
こ
の
よ
う

な
緊
急
な
事
故
の
際
は
、
必
ず
”
一

一
九
番
“
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
普
通
電

話
は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

市
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た

　
　
だ
き
た
い
こ
と
は
…
・

　
救
急
車
を
利
用
で
き
な
い
ヶ
ー
ス

及
び
救
急
車
を
お
断
わ
り
す
る
の
は

　
　
　
　
　
劉
翻
購
、
▽
、
姦

灘
．
　
　
　
　
　
　
・
　
　
▲

雛
欝
縫
欝
、
‘
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
號
躍

は
　
次
の
よ
う
な
場
合
で
す
。

　
①
…
は
じ
め
か
ら
法
定
伝
染
病
と

分
っ
て
い
る
と
き
　
②
…
医
者
に
死

亡
と
診
断
さ
れ
た
と
き
　
③
…
泥
酔

者
　
④
…
予
定
し
た
入
院
の
場
合
（

正
常
分
娩
な
ど
）
と
か
、
自
家
用
車

タ
ク
シ
ー
な
ど
で
医
療
機
関
へ
行
く

こ
と
が
で
き
る
と
き
・
1
以
上
の
よ

う
な
場
合
は
、
お
断
わ
り
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
夜
間
救
急
車
を
利
用
す
れ
ば
す

ぐ
診
察
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
考
え

は
や
め
ま
し
よ
う
。

　
医
療
機
関
別
搬
送
状
況

　
夜
間
の
場
合
は
、
毎
日
夕
方
各
医

療
機
関
に
電
話
連
絡
し
受
入
れ
態
勢

擁
蝶

懸
、

　
　
　
毎
桝

　　講『

霧

を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

　
国
公
立
病
院
　
百
八
十
六
件

　
私
的
病
院

　
　
病
院
　
　
　
　
五
十
一
件

　
　
医
院
　
　
　
百
六
十
一
件

　
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
五
件

以
上
の
よ
う
な
搬
送
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
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業基本計画策定のためのアンケート調査結果

　
白
石
市
農
業
振
興
対
策
協
議
会
に

よ
る
、
白
石
市
農
業
基
本
計
画
策
定

の
た
め
の
ア
ン
ヶ
ー
ト
調
査
結
果
が

こ
の
程
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
農
業
を
と
り
ま
く
厳
し
い

情
勢
の
中
で
〃
よ
り
豊
か
な
農
業
を

す
す
め
る
た
め
に
”
地
域
住
民
と
の

対
話
を
進
め
な
が
ら
、
市
内
農
業
関

係
機
関
を
中
心
に
し
て
当
市
総
合
農

政
の
長
期
的
施
策
を
追
求
し
、
よ
り

豊
か
な
農
村
社
会
の
確
立
を
目
指
す

も
の
で
、
市
全
体
の
農
家
の
み
な
さ

ん
の
意
向
、
将
来
の
展
望
が
具
体
的

に
な
っ
て
、
一
つ
の
目
標
と
し
て
施

策
に
反
映
さ
れ
る
訳
で
す
。
　
今
回

は
、
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

の
あ
ら
ま
し
か
ら
、
よ
り
豊
か
な
構

想
に
つ
な
げ
て
ゆ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
尚
、
後
継
者
か
ら
も
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
の
方
法
は
、
農
家
各
戸
配
布

記
入
式
と
し
、
回
収
率
は
八
十
四
響

で
し
た
。

農
外
収
入
に
依
存

　
農
家
の
所
得
の
順
位
は
、
第
一
位

が
農
外
収
入
、
第
二
位
が
米
、
葉
タ

バ
コ
、
畜
産
、
果
樹
、
野
菜
、
き
の

こ
類
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
将
来
の
経
営
に
つ
い
て
は

「
あ
く
ま
で
農
業
専
業
で
」
と
答
え

た
の
が
二
十
智
、
専
業
農
業
を
指
向

し
て
い
る
が
十
三
幹
、
兼
業
に
重
点

を
お
く
が
五
十
三
育
と
半
数
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
専
業
及
び
専
業
指
向
農
家
の
今
後

の
土
地
規
模
拡
大
方
法
と
し
て
は
自

己
所
有
地
を
開
発
す
る
が
三
十
八
響

土
地
を
新
た
に
購
入
す
る
が
二
十
二

脅
、
借
す
人
が
あ
れ
ば
借
地
す
る
が

十
七
暫
、
次
い
で
集
団
で
の
順
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
作
目
の
拡
大
順
位
と
し
て
、

水
稲
が
四
十
五
脅
、
畜
産
が
二
十
三

響
、
葉
タ
バ
コ
が
十
二
警
、
次
い
で

野
菜
、
養
蚕
、
き
の
こ
、
果
樹
の
順
に

な
っ
て
お
り
、
経
営
上
の
希
望
と
し

て
は
、
第
一
に
農
道
整
備
す
る
が
三

十
三
響
、
地
力
増
進
が
三
十
警
、
各

関
係
方
面
の
技
術
指
導
を
受
け
た
い

が
三
十
響
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
他

に
も
販
売
方
法
の
改
善
、
経
営
資
金

の
確
保
等
が
あ
η
ま
す
。

　
兼
業
農
家
あ
る
い
は
転
職
と
答
え

た
方
で
今
後
農
地
を
ど
う
す
る
か
に

つ
い
て
は
、
現
状
の
ま
ま
が
八
十
四

智
、
個
人
に
貸
す
が
二
警
、
そ
の
他

集
団
に
委
託
す
る
。
他
に
売
る
等
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
経
営
を
今
後
ど
う
す
る
か
に

つ
い
て
は
、
農
地
を
現
状
の
ま
ま
維

持
す
る
と
同
じ
よ
う
に
六
十
五
新
の

方
が
現
状
の
ま
ま
と
答
え
て
い
ま
す
。

　
他
に
作
業
依
頼
す
る
が
三
督
、
経

営
を
や
め
る
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
こ
れ
ら
の
経
営
者
の
中
に
は

水
田
、
畑
あ
わ
せ
て
、
百
六
P
の
遊

休
地
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
遊
休
地

に
つ
い
て
も
、
現
状
の
ま
ま
が
二
十

七
警
、
今
後
耕
作
し
た
い
と
答
え
た

人
が
三
十
六
智
お
り
、
他
人
に
貸
す

と
答
え
た
人
が
六
智
で
、
土
地
を
売

り
た
い
入
が
三
育
で
し
た
。

　
地
域
農
村
生
活
を
よ
く
す
る
た
め

必
要
な
も
の
は
な
に
か

　
交
通
道
路
の
整
備
、
工
場
誘
致
、

医
療
福
祉
施
設
の
充
実
、
教
育
文
化

施
設
及
び
集
会
施
設
、
消
防
、
防
犯

施
設
の
充
実
、
就
職
斡
旋
の
順
に
な

っ
て
い
ま
す
。

生
活
上
の
問
題
で

　
　
　
　
悩
ん
で
い
る
も
の

　
家
計
費
の
か
か
り
す
ぎ
と
答
え
た

人
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
に
農
業
の

労
働
力
問
題
、
住
居
の
新
改
築
、
子

弟
の
教
育
、
他
家
と
の
交
際
、
出
稼

問
題
な
ど
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
費
に
つ
い
て

7654321｛立　｛立　｛立　｛立　｛立　｛立　｛立

交
際
費

食
糧
費

保
健
、
衛
生
費

乗
用
車
の
購
入
と
維
持
費

教
育
費

住
居
費

被
服
費

4

、■蹴中

自石市農〆

な
ど
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

部
落
を
住
み
よ
い

　
　
　
　
環
境
に
す
る
に
は

7654321｛立　f立　イ立　｛立　｛立　｛立　位

冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化

交
通
機
関
の
便

子
供
の
遊
び
場

諸
会
合
の
時
間
厳
守

民
主
的
な
部
落
運
営

上
下
水
道
の
完
備

人
間
関
係
の
改
善

な
ど
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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鰍

後
継
者
か
ら
の
調
査
結
果

　
市
内
に
は
三
百
二
名
の
農
業
後
継

者
が
お
り
ま
す
が
、
あ
な
た
は
将
来

の
経
営
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
ま

す
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
専
業

で
進
む
と
答
え
た
人
が
四
十
九
響
、

専
業
指
向
が
二
十
三
智
、
今
後
も
兼

業
主
体
で
や
っ
て
い
き
た
い
が
二
十

三
智
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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職
靭
興
．

農
業
従
事
の
理
由
に
つ
い
て
は

　
農
家
の
長
男
（
長
女
）
だ
か
ら
が

半
数
の
五
十
一
幹
、
農
業
は
自
分
の

能
力
、
意
思
で
自
由
に
経
営
で
き
る

が
三
十
一
警
、
や
り
が
い
の
あ
る
職

業
だ
か
ら
が
十
三
脅
、
農
業
が
自
分

に
適
し
て
い
る
か
ら
等
と
な
っ
て
い

ま
す
。農

業
を
や
っ
て
い
て

　
　
　
　
　
悩
ん
で
い
る
こ
と

　
農
業
の
将
来
に
不
安
が
あ
る
と
答

え
た
人
が
半
数
の
五
十
智
あ
り
ま
す
。

　
規
模
が
少
な
く
資
金
不
足
が
二
十

八
響
、
友
達
や
結
婚
相
手
が
少
な
い

や
農
村
の
生
活
環
境
が
悪
い
等
が
十

暫
、
農
村
の
習
慣
や
し
き
た
り
に
つ

い
て
や
、
余
暇
が
な
い
、
経
営
、
技

術
の
相
談
相
手
が
な
い
等
と
な
っ
て

い
ま
す
。

あ
な
た
の
家
の
経
営
に

　
ど
の
程
度
参
加
し
て
い
る
か

　
部
分
的
に
ま
か
さ
れ
て
い
る
が
四

十
脅
、
全
面
的
に
ま
か
さ
れ
て
い
る

が
二
十
五
脅
、
親
の
指
示
に
従
っ
て

作
業
し
て
い
る
が
二
十
督
と
な
っ
て

い
ま
す
。

農
業
経
営
上
の
希
望

　
農
道
の
整
備
が
三
十
七
暫
、
区
画

整
理
及
び
農
業
技
術
の
導
入
が
二
十

八
幹
、
地
力
の
増
進
、
農
業
機
械
の

導
入
、
労
働
力
の
確
保
、
共
同
化
と

協
業
化
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

後
継
者
組
織
の
問
題
点

　
後
継
者
団
体
に
は
、
農
村
青
少
年

機
能
集
団
、
農
協
青
年
部
、
た
ば
こ

耕
作
青
年
部
、
蚕
業
中
堅
青
年
会
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
問
題
点
と
し
て
、

活
動
資
金
不
足
が
二
十
九
智
、
関
係

機
関
の
援
助
、
指
導
が
少
な
い
が
二

十
三
智
、
活
動
が
不
活
発
、
仲
間
が

少
な
く
交
流
も
少
な
い
等
と
な
っ
て

い
ま
す
。

余
暇
の
す
ご
し
方

1
位

65432｛立　イ立　イ立　イ立　位

家
で
ご
ろ
寝
、
テ
レ
ビ
を
見

る
。ス

ポ
ー
ツ
等
を
や
る
。

友
入
と
飲
み
会
を
す
る
。

ド
ラ
イ
ブ
を
す
る
。

パ
チ
ン
コ
、
競
馬
等
を
や
る

読
書
や
勉
強
等
を
す
る
。

な
ど
の
順
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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土
地

建
物

を
お
求
め
の
方
は

　
宅
地
又
は
建
物
の
取
引
は
、
一
般

の
生
活
消
費
財
の
購
入
と
違
い
、
相

当
高
価
な
取
引
で
あ
る
し
、
持
ち
運

び
が
で
き
な
い
の
で
、
取
引
を
す
る

上
に
お
い
て
は
、
次
の
こ
と
に
十
分

な
注
意
を
し
、
悪
質
な
業
者
や
取
引

上
の
ミ
ス
等
で
損
を
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
よ
う
。

一
、
物
件
（
土
地
、
建
物
）
を
捜
す

　
場
合
の
心
構
え

　
イ
自
分
が
調
達
で
き
る
金
額
を
調

　
　
査
す
る
。

　
ロ
家
族
の
間
で
希
望
の
条
件
を
話

　
　
し
合
っ
で
隔
お
く
。

二
、
物
件
の
取
引
を
業
者
に
依
頼
す

　
る
場
合

　
イ
免
許
の
あ
る
業
者
か
ど
う
か
を

　
　
県
に
照
会
す
る
。

　
ロ
自
分
の
希
望
す
る
条
件
を
十
分

　
　
に
業
者
に
説
明
す
る
．

　
ハ
あ
と
で
仲
介
料
等
で
ト
ラ
ブ
ル

　
　
を
起
さ
な
い
よ
う
に
、
仲
介
や

　
　
代
理
で
あ
っ
て
も
そ
の
契
約
し

　
　
て
お
く
と
良
い
。

三
、
希
望
の
条
件
の
物
件
が
見
つ
か

　
っ
た
場
合

　
イ
業
者
は
、
そ
の
物
件
を
自
ら
売

　
主
と
な
る
か
、
仲
介
及
び
代
理

　
で
契
約
を
成
立
さ
せ
る
か
明
示

　
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で

　
確
認
す
る
こ
と
。

ロ
業
者
は
、
物
件
の
所
有
者
、
所

　
在
地
、
国
土
利
用
計
画
法
、
都

　
市
計
画
法
及
び
建
築
基
準
法
等

　
諸
々
の
法
律
の
規
制
が
あ
る
か

　
ど
う
か
、
そ
の
他
法
律
で
定
め

　
ら
れ
て
い
る
事
項
を
記
載
し
た

書
面
（
物
件
説
明
書
）
や
図
面

　
を
交
付
し
て
、
そ
の
内
容
や
取

　
引
主
任
者
に
説
明
さ
せ
る
こ
と

　
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ハ
契
約
書
に
押
印
す
る
前
に
、

契
約
書
の
内
容
を
十
分
に
検
討

す
る
こ
と
。

業
者
は
当
事
者
の
住
所
氏
名
物

件
の
引
渡
し
の
時
期
等
、
法
律

　
で
定
め
ら
れ
た
事
項
を
記
載
し

　
た
契
約
書
を
交
付
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

二
銀
行
ロ
ー
ン
等
を
借
り
る
こ
と

を
条
件
に
契
約
す
る
場
合
は
、

自
分
の
支
払
能
力
を
十
分
に
考

慮
し
て
契
約
を
し
ま
し
ょ
う
。

万
一
ロ
ー
ン
を
借
り
る
こ
と
が

　
　
で
き
な
い
場
合
は
、
無
条
件
で

　
　
契
約
を
解
除
で
き
る
よ
う
な
特

　
　
約
を
入
れ
で
、
お
く
。

　
ホ
以
上
の
説
明
が
あ
っ
た
ら
、
そ

　
　
の
内
容
に
ま
ち
が
い
が
な
い
か

　
　
ど
う
か
、
市
又
は
県
に
照
会
し

　
　
て
み
ま
し
ょ
う
。

四
、
そ
の
他
の
注
意
事
項

　
イ
価
額
が
安
い
物
件
や
売
り
急
い

　
　
で
い
る
物
件
に
は
、
十
分
に
注

　
　
意
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な

　
　
物
件
は
、
何
か
暇
疵
が
あ
る
も

　
　
の
で
す
。

　
ロ
売
主
が
登
記
上
の
所
有
者
で
な

　
　
い
場
合
は
、
登
記
上
の
所
有
者

　
　
と
売
主
と
の
関
係
を
十
分
に
調

　
　
査
し
た
上
で
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

　
ハ
何
か
不
審
な
点
が
あ
る
場
合
は

　
　
県
や
市
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

五
、
土
地
の
正
し
い
価
格
を
知
る
た

　
め
に
、
地
価
公
示
、
地
価
調
査
を

　
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
毎
年
一
回
標
準
的
な
土
地
の
適
正

価
格
を
公
表
す
る
も
の
で
だ
れ
で
も

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
相
談
場
所

　
県
　
土
木
部
建
築
宅
地
課
行
政
係

（
智
仙
台
6
3
1
一
二
一
一
内
線
九
五

七
）　

市
秘
書
企
画
課
土
地
対
策
係

（
6
五
ー
一
二
↓
一
内
線
三
二
七
）

市
長
日
誌

②

　
　
四
月
二
十
三
日

　
恒
例
の
白
川
地
区
敬
老
会

　
今
年
は
特
に
小
学
生
が
老
入
に
百

六
十
六
本
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
花

を
贈
っ
た
。
子
供
達
の
心
の
こ
も
っ

た
こ
の
贈
物
に
は
嬉
し
か
っ
た
。

　
　
五
月
三
日

　
全
日
本
こ
け
し
コ
レ
ク
ー
ル

　
第
二
十
回
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク

ー
ル
の
テ
ー
プ
を
切
っ
た
。

　
五
日
も
前
か
ら
泊
り
が
け
で
開
館

を
待
っ
て
い
た
八
達
も
い
る
と
の
事
、

日
本
の
持
つ
伝
統
の
美
し
さ
が
今
日

こ
ん
な
に
国
民
に
喜
ば
れ
て
い
る
事

が
嬉
し
く
て
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
し

て
も
故
麻
生
市
長
の
生
涯
を
か
け
た

熱
意
が
し
の
ば
れ
る
。

　
　
五
月
四
日

　
半
沢
収
入
役
誕
生

　
前
の
斎
藤
収
入
役
の
仙
南
広
域
事

務
組
合
助
役
転
出
に
伴
う
後
任
と
し

て
半
沢
総
務
課
長
の
収
入
役
就
任
が

決
っ
た
。

　
同
君
が
白
石
町
役
場
時
代
の
少
年

の
頃
が
思
い
出
さ
れ
、
自
分
の
老
体

を
反
省
さ
せ
ら
れ
た
日
で
も
あ
る
。
．

　
　
五
月
九
目

　
行
政
区
長
委
嘱
状
交
付
式

　
交
付
式
が
市
役
所
で
行
わ
れ
た
。

　
区
長
は
非
常
勤
の
特
別
職
で
あ
る

か
ら
特
定
な
個
人
の
後
援
会
に
加
入

鈴
　
木
　
孝
一
郎

す
る
事
は
自
由
で
あ
る
が
そ
の
地
区

の
責
任
者
に
な
っ
た
り
、
政
党
の
責

任
者
に
な
る
事
も
適
当
で
な
い
旨
を

率
直
に
話
し
て
了
解
を
求
め
た
、

　
市
民
に
は
宗
教
、
政
党
の
選
択
の

自
由
が
確
保
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
、

区
長
が
市
民
の
自
由
を
奪
う
よ
う
な

立
場
に
な
る
こ
と
は
戒
め
ね
ば
な
ら

な
い
。

　
　
五
月
十
五
日

　
不
忘
新
聞
社
長
を
ね
ぎ
ら
う
会

　
市
民
会
館
で
開
か
れ
、
関
谷
発
起
人

代
表
の
廃
刊
を
惜
し
む
挨
拶
の
あ
と

私
も
話
し
を
し
た
が
、
地
方
紙
が
民

間
の
生
の
声
を
伝
え
る
事
は
民
主
主

義
の
今
の
時
代
に
最
も
大
切
な
事
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　
他
に
捉
わ
れ
ず
民
間
の
求
め
る
も

の
を
率
直
に
主
張
す
る
斑
版
的
存
在

が
今
の
時
代
ほ
ど
大
切
な
も
の
は
な

い
と
不
忘
紙
の
廃
刊
が
惜
し
ま
れ
る
。

　
　
五
月
×
目

　
某
政
党
の
白
石
支
部
の
宣
伝
に
は

驚
い
た
。
バ
イ
パ
ス
を
自
分
一
人
で

今
年
中
に
完
成
し
て
み
せ
る
と
大
見

得
ぷ
り
。

　
担
当
の
東
北
地
建
に
も
住
民
運
動

に
も
申
し
訳
け
な
い
と
残
念
に
思
わ

れ
る
。
も
っ
と
謙
虚
な
精
神
が
指
導

者
に
は
欲
し
い
も
の
だ
と
思
う
。
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ξ

収
入
役
に
半
沢
嘉
一
氏
就
任

難

　
斎
藤
収
入
役
の
辞
任
に
伴
う
新
し

い
収
入
役
に
半
沢
嘉
一
氏
（
白
石
市

字
葛
西
丁
十
八
の
四
）
が
去
る
五
月

四
日
の
臨
時
市
議
会
で
選
ば
れ
ま
し

た
。

春
の
叙
勲勲五等瑞宝章

続　　　幽　 一巴　　』己　一

勲六等単光旭日章

大庭善四郎

　
内
科
医
と
し
て
医
業
に
従
事
す
る

か
た
わ
ら
、
白
石
市
医
師
会
長
を
は

じ
め
、
関
係
諸
団
体
の
役
員
と
し
て

地
域
医
療
の
向
上
、
発
展
に
寄
与
し

公
衆
衛
生
の
徹
底
を
図
り
、
常
に
自

己
を
顧
り
み
ず
、
四
十
八
年
間
の
永

き
に
わ
た
り
献
身
し
た
功
績
は
大
で

あ
る
。

　
白
石
市
字
外
北
小
路
五
番
地

　
昭
和
十
一
年
三
月
白
石
町
消
防
組

消
防
手
拝
命
以
来
、
副
分
団
長
、
分

団
長
、
副
分
団
長
と
し
て
四
十
二
年

の
長
き
に
わ
た
り
、
団
長
を
補
佐
し

消
防
施
設
整
備
の
拡
充
、
火
災
予
防

思
想
の
徹
底
、
火
災
の
防
ぎ
ょ
及
び

団
員
の
教
養
訓
練
等
に
多
大
の
貢
献

を
し
て
い
る
。

　
白
石
市
小
下
倉
字
河
原
田
五
番
地

昭和52年分

1、蔑，’湊≦・芝、、㌧，劉1
ゆ
濫

　
今
回
、
昭
和
五
十
二
年
分
所
得
税

の
特
別
減
税
が
行
わ
れ
、
次
の
金
額

が
還
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
還
付
さ
れ
る
金
額
は
、
本
人
は
六

千
円
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親

族
は
一
人
に
つ
き
三
千
円
と
し
て
計

算
し
ま
す
。
た
だ
し
、
昭
和
五
十
二

年
分
の
所
得
税
額
の
方
が
少
な
い
と

き
は
、
そ
の
税
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

還
付
方
法
と
そ
の
手
続
は
次
の
と
お

り
で
す
。

〈
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
〉

　
本
年
六
月
一
日
現
在
に
お
い
て
昨

年
と
同
じ
金
社
に
勤
務
し
て
い
る
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
六
月
～
七
月
ご
ろ

勤
務
先
か
ら
還
付
さ
れ
ま
す
。

〈
事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合
〉

　
事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
を
し

て
納
税
し
た
人
は
、
六
月
末
ご
ろ
に

税
務
署
か
ら
特
別
減
税
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
か
ら
、

こ
れ
に
同
封
し
て
あ
る
還
付
請
求
書

用
紙
に
所
用
の
事
項
を
記
入
し
て
、

税
務
署
に
送
り
返
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
う
し
ま
す
と
、
税
務
署
か
ら
還
付

金
の
支
払
通
知
書
が
送
ら
れ
て
き
ま

す
か
ら
、
こ
の
支
払
通
知
書
に
よ
っ

て
郵
便
局
で
還
付
金
を
受
取
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
人
の
場
合
〉

　
今
年
に
な
っ
て
五
月
末
ま
で
に
退

職
し
た
人
や
、
昨
年
中
途
で
退
職
し

た
人
な
ど
は
、
税
務
署
へ
還
付
請
求

を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
昭

和
五
十
二
年
分
の
確
定
申
告
書
を
提

出
し
て
い
な
い
人
は
、
期
限
後
の
確

定
申
告
を
し
て
、
特
別
減
税
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
大
河
原
税
務

署
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

巣
虫
の
う
ち
退
治
（
冨
賜
臨
）

　
今
年
も
各
家
庭
の
庭
木
を
喰
い
あ

ら
す
「
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
（
ケ
ム

シ
）
」
の
発
生
す
る
時
期
が
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ケ
ム
シ
は
年
二
回
発
生
し
、

一
回
目
は
六
月
初
旬
か
ら
七
月
中
旬

二
回
目
は
八
月
中
旬
か
ら
九
月
下
旬

ま
で
で
す
。

　
成
虫
（
蛾
）
は
一
枚
の
葉
に
ま
と

め
て
産
卵
し
、
そ
の
ま
ま
ふ
化
す
る

の
で
一
～
二
枚
の
葉
を
つ
く
り
、
［

柚
・
位
ま
で
集
団
で
生
活
し
ま
す
。

　
し
か
し
一
・
五
袖
、
以
上
大
き
く
な
る

と
巣
の
中
か
ら
飛
び
出
し
て
葉
を
次

か
ら
次
へ
と
喰
い
あ
ら
し
て
ゆ
き
ま

す
。　

駆
除
に
は
焼
き
捨
て
が
効
果
的

　
こ
の
ケ
ム
シ
の
駆
除
方
法
と
し
て

は
巣
の
中
に
い
る
う
ち
に
巣
虫
の
枝

葉
を
切
り
落
と
し
焼
き
捨
て
る
か
、

踏
み
つ
ぶ
す
こ
と
で
す
。

　
な
お
薬
剤
散
布
の
場
合
は
、
幼
虫

の
分
散
後
、
虫
に
直
接
散
布
す
る
。

　
薬
剤
は
市
販
さ
れ
て
い
る
「
デ
ィ

テ
プ
レ
ッ
タ
ス
」
千
倍
液
が
効
果
的

で
す
。

　
薬
剤
散
布
車
派
遣

　
す
で
に
幼
虫
が
分
散
し
、
家
庭
で

手
に
お
え
な
い
状
態
に
な
っ
た
時
は

行
政
区
長
を
通
じ
市
衛
生
課
（
a
五

ー
二
一
一
一
内
線
二
〇
一
）
へ
連
絡

く
だ
さ
い
。
薬
剤
散
布
車
を
派
遣
し

ま
す
。
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会謡青

　
青
謡
会
は
昭
和
五
十
年
七
月
に
白

石
青
年
会
議
所
の
謡
曲
同
好
会
と
し

て
発
足
し
ま
し
た
。
（
薄
光
伸
会
長
以

下
二
十
五
名
・
師
匠
鈴
木
正
男
）

　
そ
の
後
市
内
南
部
を
中
心
と
し
た

同
年
輩
の
人
達
を
刺
激
し
そ
の
事
が

喜
多
流
教
士
柳
原
誠
氏
が
師
匠
の
青

謡
会
南
（
会
長
森
谷
健
昭
氏
）
の
結

成
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

F
螺

　
　
蝉
》
　
’
4
’

　
　
艶
，
　
臨

璽
継熔

　
喜
多
流
の
諸
先
生
、
諸
先
輩
達
の

白
右
喜
多
会
（
会
長
太
宰
虎
太
郎
氏
）

青
謡
会
南
と
の
交
流
を
密
に
し

な
が
ら
毎
月
三
回
の
稽
古
と
、
毎
年

一
月
に
は
初
謡
会
、
七
月
に
は
結
成

記
念
の
発
表
会
を
行
い
、
秋
に
は
東

京
目
黒
の
能
楽
堂
に
行
き
、
五
月
に

は
「
城
の
会
」
を
主
催
し
謡
曲
を
基

盤
と
し
て
、
古
典
芸
能
に
意
欲
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
で
す
。

　
去
る
五
月
七
日
に
も
益
岡
公
園
に

於
い
て
「
城
の
会
」
が
前
回
同
様
謡

曲
、
箏
曲
、
茶
道
に
、
今
回
は
平
家

琵
琶
、
尺
八
を
加
え
日
本
の
伝
統
と

美
が
緑
に
囲
ま
れ
た
城
跡
で
催
さ
れ

ま
し
た
。
，
「
城
の
会
」
は
古
く
か
ら

日
本
に
伝
わ
る
芸
能
に
、
日
頃
励
ん

で
い
る
人
達
が
一
同
に
集
り
演
じ
あ

う
事
に
よ
り
相
互
の
親
睦
と
理
解
を

深
め
る
と
共
に
市
民
に
も
古
典
芸
能

　
　
　
哺

　
　
　
鎌

　
　
　
姥

　
　
　
訳

　
　
　
が

　
、
　
員

　
　
　
会

　
　
．
▲

寓

に
触
れ
る
機
会
を
と
の
目
的
で
開
催
’

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
会
員
は
仕
事
の
面
で
第
一
線
で
活
．

躍
中
の
人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
現

在
の
経
済
環
境
の
下
で
何
か
と
大
変

で
す
が
お
互
い
に
励
ま
し
合
っ
て
や

っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
メ
ン
バ
ー
は
青
年
会
議
所
会

員
、
O
B
の
外
に
白
石
工
業
高
校
教

員
、
そ
れ
に
刈
田
病
院
の
看
護
婦
さ

ん
や
会
員
の
奥
様
達
の
女
性
メ
ン
バ

ー
四
名
が
加
わ
り
に
ぎ
や
か
で
す
。

　
来
年
は
「
城
の
会
」
を
も
っ
と
充

実
さ
せ
成
果
を
よ
り
多
く
の
市
民
と

語
り
、
そ
し
て
喜
び
あ
え
る
よ
う
に

と
の
会
員
の
夢
は
大
き
い
。

　
若
さ
と
情
熱
を
持
ち
、
諸
々
の
可

能
性
を
秘
め
た
実
行
力
あ
る
わ
が
な

か
ま
達
で
す
。

▲もう一つの主役「野点

昂き

嘗
き
あ
徽
ン
太

㎜
　
【
昔
琶

…
山
伏
と
キ
ツ
ネ

｝
　
む
が
す
、
む
が
す
、
あ
る
村
に
、

㎜
山
伏
が
、
い
だ
ん
だ
ど
。
あ
る
日
、

㎝
部
落
を
祈
薩
し
て
く
っ
ペ
ェ
（
こ
よ

㎜
う
）
ど
思
っ
て
、
出
が
げ
だ
ん
だ
ど
。

㎝
　
フ
ト
見
っ
と
、
道
路
の
そ
ば
の
大

㎜
木
の
根
っ
こ
株
に
、
キ
ツ
ネ
が
、
さ

ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ん
ね

㎜
も
気
持
よ
さ
そ
う
に
、
お
昼
寝
す
っ

㎜
た
ん
だ
ど
。
ほ
ん
で
、
山
伏
は
、
い

㎜
た
ず
ら
け
ば
起
ご
し
て
、
キ
ツ
ネ
の

由
耳
ン
ど
ご
さ
（
の
と
こ
ろ
へ
）
法
螺

㎜
貝
は
近
付
げ
で
、

㎜
　
「
ボ
ホ
ー
ン
」

㎝
　
と
、
お
っ
き
な
音
ば
鳴
ら
し
た
ん

㎜
だ
ど
。
ほ
う
す
っ
と
、
キ
ツ
ネ
が
び

㎜
っ
く
り
し
て
、
飛
び
上
が
っ
て
逃
げ

｝
で
っ
た
ん
だ
ど
。
ほ
れ
が
ら
、
山
伏

㎜
が
部
落
ば
歩
い
で
る
う
ぢ
に
、
え
ず

㎜
の
こ
ま
に
が
、
キ
ツ
ネ
の
寝
で
だ
大

㎜
木
の
下
さ
き
た
と
思
う
ど
、
に
わ
が

㎜
に
、
あ
だ
り
が
暗
ぐ
な
っ
て
き
た
ん

㎜
だ
ど
。
ほ
う
す
っ
と
、
向
う
が
ら
ガ

㎜
ン
バ
コ
（
棺
桶
）
ば
か
づ
い
だ
、
葬

㎜
式
が
や
っ
て
き
て
、

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
　
　
　
　
あ
す
ど

㎜
　
「
ソ
ー
ソ
ッ
ピ
、
手
取
れ
、
足
取

π
、
誰
れ
」
ど
ゆ
っ
て
、
山
伏
め

｝
が
げ
で
進
ん
で
き
た
ん
だ
ど
。
ほ
ん

｝
で
山
伏
は
恐
ろ
し
ぐ
な
っ
て
。
そ
ば

㎜
の
大
木
さ
登
っ
て
っ
た
ん
だ
ど
。
ほ

　
　
　
菅

う
す
っ
と
、

②野
　
新

葬
式
も
、
ガ
ン
バ
コ
ば

か
づ
い
た
ま
ん
ま
、

　
「
ソ
ー
ソ
ッ
ピ
、
ソ
ー
ソ
ッ
ピ
、

手
取
れ
、
足
取
れ
、
頭
取
れ
」
ど
ゆ

っ
て
、
山
伏
め
が
げ
で
、
そ
の
大
木

さ
登
っ
て
っ
た
ん
だ
ど
。
山
伏
は
、

ま
す
ま
す
恐
ろ
し
ぐ
な
っ
て
き
て
、

木
の
上
さ
上
さ
ど
登
っ
て
っ
た
ん
だ

ど
。
ほ
う
す
て
、
細
い
ど
ご
ろ
ま
で

え

行
っ
た
ん
で
、
木
が
お
っ
ち
ょ
れ
で

（
折
れ
て
）
、
下
さ
ド
サ
ッ
と
落
ぢ

で
き
て
、
気
絶
す
っ
ま
っ
た
ん
だ
ど
。

　
し
ば
ら
ぐ
し
て
が
ら
、
目
ば
さ
ま

し
て
、
あ
だ
り
ば
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
見

回
す
と
、
葬
式
は
む
ろ
ん
の
ご
ど
、

だ
れ
も
い
な
い
で
、
お
日
様
が
テ
カ

テ
カ
ど
輝
い
っ
た
ん
だ
ど
。
山
伏
は

痛
い
腰
ば
さ
す
り
さ
す
り
や
っ
と
ご

起
き
上
が
っ
て
、
四
方
ば
眺
め
だ
ん

だ
ど
。
ほ
う
す
て
、
あ
の
と
き
キ
ツ

ネ
さ
い
た
ず
ら
し
た
が
ら
、
馬
鹿
に

さ
っ
た
ん
だ
べ
な
あ
ど
、
わ
が
っ
た

ん
だ
ど
。

　
語
り
手
　
白
石
市
大
平
森
合

　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
重
太
郎

穴
ま
ず
げ
エ

　
む
が
す
、
む
が
す
、

カ
ブ
ど
ダ
イ
ゴ
ン
が
、

あ
る
畑
に
、

と
な
り
あ
わ

8

生
活
の
知
恵

談

吉
　
田
　
有

竹
の
子
の
刺
身
と
田
楽

　
も
う
そ
う
ち
く

　
孟
宗
竹
の
竹
の
子
を
堀
っ
て
き
て

す
ぐ
か
わ
を
む
き
、
下
の
ほ
う
の
堅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
そ
　
　
　
　
　
に

い
と
こ
ろ
を
捨
て
て
、
味
噌
汁
や
煮

し
め染

な
ど
に
使
い
、
上
の
ほ
う
を
菜
切

り
包
丁
で
幅
五
ミ
リ
ぐ
ら
い
に
切
る
。

　
こ
れ
に
サ
ン
シ
ョ
ウ
味
噌
を
か
け

「

て
食
う
。
小
量
の
酢
を
混
ぜ
る
と
味

が
よ
く
な
る
。
赤
皮
の
竹
の
子
は
軟

ら
か
い
が
、
黒
皮
ば
え
ご
い
。
ま
た

米
の
と
ぎ
汁
で
ゆ
で
る
作
り
方
も
あ

る
が
、
味
が
落
ち
る
。

　
　
　
　
　
　
で
ん
が
く

　
そ
れ
か
ら
、
田
楽
を
作
る
と
き
は

竹
の
子
を
堀
っ
て
皮
を
む
き
、

二
十
分
ぐ
ら
い
煮
て
、
一
柚
．
ぐ
ら
い
㎜

の
厚
さ
に
輪
切
り
に
し
て
、
サ
ン
シ

ョ
ウ
味
噌
や
砂
糖
味
噌
を
か
け
、
サ
㎜

ッ
と
こ
が
す
。

同
じ
よ
う
に
、

が
落
ち
る
。

そ
れ
も
ト
ウ
ミ
ギ
と
皿

次
の
日
に
な
る
と
味
皿

盤～

図
　　　　謡監二響　　醤　躍醤

｝
せ
に
植
え
ら
っ
て
だ
ん
だ
ど

　
お
天
気
の
い
い
日
は
、
よ
ぐ
畑
が

㎜
ら
抜
げ
出
し
て
、
相
撲
ば
取
っ
て
遊

ん
で
だ
ん
だ
ど
。

　
あ
る
日
の
ご
と
、
い
づ
も
の
よ
う

に
、
相
撲
ば
取
っ
て
遊
ん
で
だ
っ
け

一
エ
（
い
た
ら
）
、
に
わ
が
雨
が
、
ザ

㎜
ア
ザ
ア
ど
降
っ
て
き
た
ん
だ
ど
。
ほ

㎜
ん
で
、
カ
ブ
ど
ダ
イ
ゴ
ン
は
、
す
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
　
ぷ
ん

…
か
り
、
あ
わ
て
で
す
ま
っ
て
、
自
分

の
家
ば
間
違
っ
つ
ま
っ
た
ん
だ
ど
。

カ
ブ
は
、
ダ
イ
ゴ
ン
の
穴
コ
さ
、
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
え

り
ぎ
り
（
む
り
や
り
）
、
入
っ
ペ
ェ

ど
す
た
げ
ん
と
も
（
し
た
け
れ
ど
も

）
穴
コ
が
せ
ま
く
て
、
な
ん
ぽ
に
も

へ
え入

ら
ん
ね
え
が
っ
た
ん
だ
ど
。
ダ
イ

ゴ
ン
は
、
カ
ブ
の
浅
い
穴
コ
さ
、
ぎ

り
ぎ
り
、
入
っ
ペ
ェ
ど
し
て
。
ゴ
ツ

　
　
　
　
ぷ

ン
ど
頭
ば
打
っ
つ
げ
だ
ん
だ
と
。

　
こ
ん
で
、
お
す
め
え
（
お
し
ま
い
）

チ
ャ
ン
チ
ャ
ン

　
語
り
手
　
白
石
市
本
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
野
け
ん

闘
鱒
臼
髄
畦
髄
鯉
曄
髄
鮭
畦
巨
謎
h
畦
髄
藝
醒
曄
髄
鱒
巨
臼
畦
畦
畦
臼
鯉
臼
鱒
曄
睦
畦
畦
闘
鯉
騨
巨
巨
鱒
畦
騨
畦
蹉
畦
髄
髄
附
髄
晒
畦
附
駐
髄
賢
睦
巨
畦
畦
巨

市
　
届

立
　
茜

〈
投
句
さ
れ
る
方
へ
〉

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う

え
、
白
石
市
役
所
総
務
課
広
報
係
（
白

石
市
字
桜
小
路
三
五
）
へ

屍

歌
　
　
壇
　
　
　
　
　
川

昏
々
と
眠
り
に
落
ち
し
母
を
囲
み
弟
も
わ
れ
も
呼
び

続
け
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
家
弘
子

畦
道
に
か
が
み
て
子
等
は
手
に
余
る
ほ
ど
に
芹
摘
む

春
陽
の
な
か
に
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
嘉
津
子

夏
迎
ふ
空
に
枝
張
り
若
葉
萌
ゆ
樫
た
く
ま
し
城
下
町

行
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
静
枝

亡
母
恋
う
る
雪
の
夜
更
け
て
さ
ら
さ
ら
と
少
し
の
風

に
も
の
の
音
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
太
宰
文
子

松
山
の
な
か
ふ
か
く
居
て
松
を
吹
く
風
の
音
よ
り
ほ

か
に
き
こ
え
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
辰
男

、
・
、

兵
　
三
　
選

夫
病
み
て
手
放
せ
し
畠
の
片
隅
に
わ
が
植
ゑ
し
杓
杷

朱
実
つ
け
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
征
子

春
雷
の
光
り
て
は
鳴
り
遠
ざ
か
り
し
め
ら
ふ
夜
の
闇

を
深
く
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
久
間
可
次

松
根
油
採
取
り
て
戦
ひ
し
日
は
遠
く
松
の
大
樹
に
残

る
傷
痕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
朝
夫

蔵
王
嵐
吹
過
ぎ
抜
け
る
校
庭
の
桜
並
木
は
早
や
春
の

彩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
谷
友
雄

看
護
り
た
る
長
か
り
し
日
を
思
ひ
つ
つ
姑
亡
き
室
に

花
を
活
け
を
り
　
　
　
　
　
　
　
．
　
中
橋
孝
子

俳

股

壇

鈴
木
貞
　
二
　
選

古
兜
か
ざ
る
士
族
の
喬
と
し
て
　
　
　
志
子
田
花
舟

　
評
　
家
代
々
の
古
い
兜
を
か
ざ
る
誇
り
、

　
　
　
士
農
工
商
は
打
ち
絶
え
た
と
は
、

　
　
　
一
口
に
は
云
い
切
れ
ぬ
も
の
が
あ
る
。

城
山
の
花
の
盛
り
の
人
出
か
な

余
世
尚
句
作
を
つ
デ
け
柏
餅

初
つ
ば
め
老
す
こ
や
か
に
存
し
け
り

花
の
山
蔵
王
の
雪
を
遠
眺
め

花
冷
の
綾
園
邸
の
俳
句
会

縫
え
る
娘
の
一
瞬
黙
す
春
の
雷

好
日
の
苗
床
つ
く
り
丹
念
に

五
階
よ
り
日
ね
も
す
花
を
眺
め
病
む

春
闘
の
ス
ト
の
線
路
に
鳩
遊
ぶ

花
に
つ
ぐ
こ
け
し
祭
の
雪
洞
よ

八
島
葉
子

陶
山
み
や

日
下
ぐ
ん

三
橋
扇
狂

鈴
木
晴
天

佐
藤
梅
月

安
藤
し
げ

鈴
木
と
み
子

高
橋
正
男

選
者
吟

群

r
酵
臼
髄
巨
鍾
闘
髄
畦
髄
髄
臼
鮭
髄
巨
距
睦
闘
臼
畦
髄
蝕
廼
聴
畦
畦
飼
巨
巨
睦
畦
畦
巨
輕
臼
距
騨
臼
距
髄
鱒
臼
距
騨
騨
騒
蛭
騨
畦
畦
髄
睦
畦
巨
躁
晒
髄
区
髄
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“

一行事。催しなどを写真で紹介します一

▼丹精こめた作品を

　　　〈

　　　関

　　　係

壽
　　　よ

　　　る

　　　　　　　ア
　　　i

　　　プ

　　　カ

　　　ツ
　　　ト

艶
’
毒

鰻贈灘轟
’撫

　藻

　　勘
威幽藍

　
／

㌘
轟
・

驚
轟
．

・
款
，
逮
漆

　
砺
、

　
藩
．
ワ

㌧

嬬
ヤ

捧
寧
、
榔

産ギ

　
號
盆
誇

、
灘

諦

、
ル
ぎ
二

．
嘩
譲
粛
攣
馨

輝
、
鰐

霧

ヨ

義
瀞
繁

穫
墨
、

㌔
鑑

些ン

、駕　
f
煽
繰
、
彗

峯
》
　
　
r
　
ー
癖

にならんだこけしファンえ
嚢
、
き

ま
淫
～

館
・

会
■
、

▼
、

ヂ
ゾ

ゆ
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門

1灘…鵯螺繊鱒

　　　　▲みごとな入賞作品

第20回

全日本こけしコンクール
　
φ
場

’
　
グ

　
讐
毒

　
市
制
二
十
五
周
年
を
記
念
し
て
、

第
二
十
回
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー

ル
が
今
年
も
盛
大
に
五
月
三
日
か
ら

七
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
け
し
は
、
世
界
に
誇
る
べ
き
人

形
で
あ
り
、
文
化
財
で
あ
り
ま
す
。

　
表
情
は
、
簡
単
で
複
雑
、
人
間
性

に
直
結
し
た
芸
術
で
も
あ
り
、
世
界

に
類
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
東
北
地
方
で
作
ら
れ
、
東
北
で
売

ら
れ
、
そ
し
て
東
北
の
子
ど
も
た
ち

の
遊
び
相
手
と
な
っ
て
私
達
の
幼
な

心
に
生
き
て
き
ま
し
た
。

ダ
㌧

猟㌧講　醜錘

　　▲全国各地からの乾めん

瓠

欝
灘
絵
ダ
塾
綴
饗

　
　
）
　
痢
　
　
　
　
　
手
誕
．
滋
。
鍵

　
　
濫
　
　
　
　
　
　
蟹
義
確
鈍
磐
蒸
接
■

、
簿
　
饗
羅
簸

帝
苧

”
　
『

も

瀞響
擢

麿

蕊

　　　　蕪　　　騨　　難
3
　
　
ず

糊撒驚漏獅』瀕融、郷糧磁り聾承轡撒灘一麗

▲手延う一めん時代の道具

Il

希市

第1回

全日本乾めんまつり

　
開
幕
当
日
、
会
場
は
あ
ふ
れ
る
ば

か
り
の
入
出
で
に
ぎ
わ
い
、
不
況
知

ら
ず
の
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
で
し
た
。

　
同
時
に
第
一
回
全
日
本
乾
め
ん
ま

つ
り
か
開
か
れ
会
場
に
は
全
国
各
地

の
乾
め
ん
の
展
示
や
、
包
装
実
演
、

手
延
温
麺
製
造
時
代
の
道
具
な
ど
が

展
示
さ
れ
関
心
を
呼
ぴ
ま
し
た
。

　
ま
た
蔵
王
自
然
保
護
協
会
で
は
、

沢
端
川
に
昨
年
同
様
ひ
鯉
を
放
流
し

川
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

〈
沢
端
川
に
ひ
鯉
放
流

▲う一めんの乾燥風景

　　　洩骸、
　　襲盤．、、響

霞

翼、

』
、
、
貴

▲白石う一めんの包装実演

史
耐
鷺
’

“
・
諺
’

陣
螺『

　舞畿

舜

噸魏一多

難

．
獺

糊

　欝

　難

磁i
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慕残労

　　　　夢だ

費6－2453

成

人

大

学

　
民
主
社
会
の
構
成
者
と
し
て
、
成

人
の
専
門
化
⊥
・
阿
度
化
し
た
学
習
要

求
に
応
え
る
学
習
機
会
と
し
た
、
成

人
大
学
講
座
を
次
に
よ
り
開
設
し
ま

す
。▽

学
習
方
法
　
講
話
と
話
し
合
い

▽
学
習
期
間
　
六
月
か
ら
十
二
月
ま

　
で
三
十
時
間

▽
資
格
　
年
齢
六
十
四
歳
以
下
の
一

　
般
成
人
（
男
女
問
わ
ず
）

▽
募
集
人
員
　
六
十
名

▽
経
費
　
無
料

▽
申
込
み
　
六
月
十
日
（
土
）
ま
で

　
中
央
公
民
館
又
は
各
地
区
公
民
館

　
へ
。
申
込
み
用
紙
は
各
公
民
館
に

　
あ
り
ま
す
。

文
化
財
愛
護
友
の
会

　
　
　
会
員
募
集

市
内
の
文
化
財
保
護
に
関
心
を
持

ち
、
文
化
財
に
関
す
る
認
識
を
深
め

よ
う
と
す
る
人
達
を
募
集
し
て
い
ま

す
。▽

五
十
三
年
度
の
事
業
と
し
て
次
の

　
こ
と
を
行
い
ま
す
。

　
○
文
化
財
め
ぐ
り
の
実
施

　
○
文
化
財
資
料
の
収
集
、
刊
行
、

　
　
領
布
等

　
○
研
究
会
、
講
演
会
、
講
座
等
の

　
　
開
設

　
○
文
化
財
の
実
態
調
査
に
関
す
る

　
　
協
力
、
情
報
交
換
、
提
供
等

▽
年
間
会
費
　
一
人
千
円

　
○
自
石
地
区
－
教
育
委
員
会

　
O
各
地
区
ー
各
地
区
公
民
館

　
詳
細
に
つ
い
て
は
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
（
費
五
－
二
二
一
内

線
四
一
一
）
へ
。

技
術
認
定
講
習
会

　
五
十
三
年
度
の
16
ミ
リ
映
写
機
操

作
技
術
認
定
講
習
会
を
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
。

▽
期
日

▽
費
用

▽
場
所

▽
申
込
み

委
員
会
社
会
教
育
課

研
修
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま

六
月
六
日
既
取
得
者
書
き

換
え
更
新

六
月
七
・
八
日
新
規
研
修

二
百
五
十
円
テ
キ
ス
ト
代

市
役
所
大
会
議
室

　
六
月
五
日
ま
で
市
教
育

す
。三

　
才

児
学
級

　
生
れ
つ
き
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
と

片
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
近
年
は

乳
幼
児
に
関
す
る
医
学
や
心
理
学
の

研
究
も
進
み
、
こ
の
時
期
の
育
て
方

が
「
三
つ
児
の
魂
百
ま
で
も
」
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
子
の
一
生
を

決
定
す
る
と
ま
で
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
す
こ
や
か
な
成
長
を
願

う
お
か
あ
さ
ん
方
の
た
め
に
、
三
歳

児
を
持
つ
お
か
あ
さ
ん
学
級
を
開
設

い
た
し
ま
す
の
で
御
参
加
下
さ
い
。

▽
開
設
期
間
　
昭
和
五
十
三
年
六
月

　
～
昭
和
五
十
四
年
三
月

▽
時
間
　
二
十
時
間
（
十
回
）

▽
対
象
　
三
歳
児
も
つ
お
か
あ
さ
ん

（
幼
児
の
生
年
月
日
、
昭
和
五
十
年

　
四
月
二
日
～
昭
和
五
十
一
年
四
月

　
一
日
）

▽
申
込
み
　
六
月
十
日
ま
で
白
石
市

　
中
央
公
民
館
へ
智
六
ー
二
四
五
三

語

へ
2
．
．

　
V

　
　
　
　
（

　
　
　
　
石

畠

かしこい

消費者
月
賦
販
売
の

契
約
解
除

間
　
百
科
事
典
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が

自
宅
に
来
て
、
し
つ
こ
く
勧
め
る
の

で
つ
い
月
賦
で
買
う
契
約
書
に
印
を

押
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
ど
う
も

不
向
き
だ
と
思
う
の
で
解
約
し
た
い

が
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

答
　
無
条
件
で
解
約
す
る
権
利

　
訪
問
販
売
は
消
費
者
に
便
利
な
面

も
あ
り
ま
す
が
、
強
引
に
勧
誘
す
る

こ
と
が
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
月
賦
だ
と
消
費
者
も
つ
い
安
易
に

承
諾
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　
そ
こ
で
月
賦
販
売
法
と
い
う
法
律

で
消
費
者
に
一
定
期
問
、
申
込
み
の

取
消
ま
た
は
契
約
の
解
約
を
す
る
権

利
を
保
障
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
ク

ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
権
利
と
か
、
無
条

件
解
約
権
と
か
い
い
ま
す
。

　
こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
の
は
一
定
の

商
品
（
書
籍
も
入
り
ま
す
）
を
ニ
ケ

月
以
上
に
わ
た
り
三
回
以
上
に
分
割

し
て
代
金
を
払
う
と
い
う
条
件
で
、

訪
問
販
売
等
に
よ
り
買
う
と
契
約
し

た
場
合
で
す
。

　
こ
の
権
利
を
行
使
す
る
方
法

　
契
約
書
の
写
し
を
見
る
と
、
権
利

の
行
使
の
方
法
や
効
果
に
つ
い
て
書

い
て
あ
り
ま
す
。

　
期
間
は
、
権
利
に
つ
い
て
知
ら
さ

れ
た
日
を
含
め
て
四
日
問
で
す
。

　
方
法
は
、
買
う
の
は
や
め
る
と
い

う
通
知
を
書
面
で
出
す
こ
と
で
す
。

　
ハ
ガ
キ
で
も
結
構
で
す
が
、
高
額

の
商
品
の
場
合
に
は
、
確
か
に
通
知

を
し
た
と
い
う
証
拠
を
残
す
た
め
に

内
容
証
明
郵
便
に
し
て
も
ら
う
ほ
う

が
よ
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
通
知
を
す

れ
ば
す
で
に
払
っ
た
代
金
は
全
額
返

し
て
も
ら
え
ま
す
し
、
百
科
事
典
を

受
取
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、
販

売
業
者
が
取
り
に
来
る
と
か
、
返
送

し
て
も
そ
の
費
用
は
業
者
が
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
権
利
が
あ
る
こ
と
を
書
面
で

知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
時
は
、
割
賦
代

金
を
全
部
払
っ
て
し
ま
う
ま
で
は
、

い
つ
で
も
無
条
件
で
解
約
し
代
金
を

返
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
安
易
な
気
持
ち
で
契
約
を
し
な
い

こ
と
で
す
。
奨
約
書
を
よ
く
見
て
下

さ
い
。

　
一
旦
契
約
を
結
べ
ば
そ
こ
に
記
載

さ
れ
て
い
る
事
項
を
守
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

1
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㌦

気
軽
に

飾
、

こ

相
談
を

市
役
所
の
相
談
業
務
1

　
市
役
所
で
は
、
市
政
に
つ
い
て
の

相
談
の
ほ
か
、
各
種
の
相
談
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
相
談
業
務
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。
必
要
な
場
合
は
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

、
人
権
擁
護
相
談

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
人
権
が
侵
さ
れ

な
い
よ
う
に
た
え
ず
見
守
り
、
侵
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
場
合
は
相
談
相

手
に
な
っ
て
そ
の
救
済
を
図
る
な
ど

ま
た
み
な
さ
ん
の
間
に
正
し
い
人
権

の
考
え
方
を
広
め
た
り
す
る
こ
と
が

主
な
仕
事
で
す
。

　
日
常
生
活
に
お
い
て
、
こ
れ
は
人

権
問
題
て
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
法
律

的
に
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
思

わ
れ
た
場
合
、
あ
な
た
の
近
く
の
人

権
擁
護
員
に
お
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
相
談
さ
れ
た
こ
と
は
一
切

秘
密
で
す
。

　
人
権
例
（
酷
使
、
虐
待
、
私
的
制

裁
、
差
別
待
遇
、
名
誉
、
信
用
、
宗

教
の
自
由
、
労
働
権
、
住
居
の
安
全

等
に
対
す
る
侵
犯
、
強
制
、
圧
迫
）

結
婚
、
離
婚
、
親
子
、
扶
養
、
相
続

戸
籍
、
借
地
借
家
、
損
害
賠
償
、
農

地
、
登
記
、
雇
庸
、
交
通
事
故
、
法

律
扶
助
制
度
に
よ
る
手
続
等

二
、
行
政
相
談

　
国
、
公
社
、
公
団
、
役
所
の
仕
事

に
つ
い
て
お
困
り
の
こ
と
、
納
得
の

い
か
な
い
こ
と
、
希
望
す
る
こ
と
、

苦
情
を
お
持
ち
の
と
き
。

　
道
路
、
河
川
、
農
地
、
郵
便
、
許

認
可
、
登
記
、
公
害
防
止
、
環
境
保

全
、
消
費
者
保
護
、
恩
給
、
年
金
、

保
険
、
遺
家
族
援
護
、
社
会
福
祉
、

公
衆
衛
生
、
宅
地
、
国
鉄
、
専
売
、

公
団
、
公
庫
等

三
、
生
活
相
談

　
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
生
活
が
困
窮

し
て
い
る
場
合
。

　
生
活
苦
、
生
活
改
善
、
仕
事
、
健

康
、
家
族
、
家
族
不
和
、
結
婚
、
児

童
、
教
育
、
青
少
年
、
精
神
衛
生
、

更
生
援
護
、
法
律
、
人
権
、
苦
情
、

出
稼
ぎ
、
老
人
福
祉
、
交
通
事
故
、

四
、
消
費
生
活
相
談

　
消
費
者
保
護
基
本
法
に
基
づ
き
消

費
者
が
不
当
な
不
利
益
を
蒙
ら
ぬ
よ

う
行
政
と
消
費
者
の
間
に
立
ち
パ
イ

プ
役
と
な
っ
て
消
費
者
保
護
に
あ
た

る
。1

、
消
費
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
苦

　
情
受
付
処
理

2
、
消
費
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
買

　
物
相
談

3
、
消
費
者
教
育

五
、
家
庭
児
童
相
談

の
状
況
を
調
査
し
常
に
実
情
を
把
握

し
て
お
く
。

54321
家
庭
児
童
教
育

家
庭
児
童
福
祉
の
向
上

児
童
養
育
の
技
術

児
童
に
係
る
家
庭
の
人
間
関
係

児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項

　
相
談
日
以
外
は
毎
月
市
民
相
談
室

で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
ど
ん

な
こ
と
で
も
相
談
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
相
談

常
時
担
当
区
域
の
児
童
及
び
妊
婦

　
市
役
所
内
で
行
っ
て
お
り
ま
し
た

相
談
は
、
四
月
一
日
よ
り
大
河
原
合

同
庁
舎
内
、
大
河
原
福
祉
事
務
所
で

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
相
談
日
は
毎
週
火
水
木
金
土
の
午

前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
と
し
ま

す
。　

た
だ
し
土
曜
日
は
正
午
ま
で
で
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

胤

鑑味
罵
贈

自
慢

f
、
津

サ
バ
の
玉
葱
煮

菅野敏子（越河）

　
材
料
　
サ
バ
一
尾
、
玉
葱
二
個
、

バ
タ
ー
五
十
9
、
牛
乳
二
百
㏄
（
一

本
）
、
塩
、
こ
し
ょ
う
、
化
学
調
味

料
少
々

　
つ
く
り
方

ー
サ
バ
は
、
三
枚
お
ろ
し
に
し
、
布

　
巾
で
水
気
を
取
っ
て
お
き
ま
す
。

2
玉
葱
を
う
す
切
り
に
し
て
お
き
、

3
バ
タ
ー
半
分
を
鍋
に
ぬ
り
、
う
す

　
切
り
に
し
た
玉
葱
を
し
き
、
サ
バ

　
を
の
せ
、
の
こ
り
の
バ
タ
ー
を
入

　
　
れ
て
む
し
煮
す
る
。

4
塩
、
こ
し
ょ
う
、
化
学
調
味
料
で

　
味
を
と
と
の
え
、
上
か
ら
牛
乳
を

　
入
れ
、
さ
ら
に
五
分
位
煮
つ
め
て

　
出
来
上
が
り
で
す
。

　
先
月
か
ら
臼
石
市
食
生
活
改
善
推

進
委
員
会
会
員
の
皆
さ
ん
の
味
自
慢

を
御
紹
介
し
て
お
り
ま
す
，

相
談
区
分

行
　
政
　
相
　
談

生
　
活
　
相
　
談

社
会
保
険
相
談

高
齢
者
職
業
紹
介

人
権
擁
護
相
談

補
聴
器
巡
回
サ
ー
ビ
ス

税
　
務
　
相
　
談

消
費
生
活
相
談

相
談
日

5
5
・
5
・
6

　
1
　
　
2

226
・
2
0

562015毎
週
水
木
金

時

間

10

時
～
12
時

10

時
～
12
時

9
時
3
0
分
～
1
5
時

10

時
～
14
時

－o

時
～
E
時

13
時
3
0
分
～
M
時
3
0
分

〃

m
時
～
1
6
時

9
時
～
1
6
時

場

所

市
役
所
各
種
相
談
室

市

役
　
所

市

役

所

市
役
所
福
祉
事
務
所

市
役
所
各
種
相
談
室

市

役

所

斎
川
公
民
、
館

市
役
所
各
種
相
談
室

市
役
所
各
種
相
談
室

♂13



雌爽餅

．
奄

唾
’

醤
喜　

鷺

　
’
夢
喚

、
爵
憲
妾

・
魁

4
　
砕
ノ

　
　
垂

ソ
薮

　
　
　
㌧
・
、

　
浄．

欝

　￥
囲粛
沁　　寒 募 集

国民年金
　保険料の免除制度をご存じですか
お　　国民年金は、毎月の保険料を納

しめて、年をとって働けなくなった

ら　り、不幸にして病気やけがで障害

せ者になったり、あるいは、一家の

板働き手が亡くなったときなどに年

　　金を受けるしくみになっています

　　が、加入者が職についていなかっ

　　たり、収入がないなどにより、納

　　められない方のために、保険料が

　　免除される制度があります。

　　但し任意加入者は免除されません。

　　保険料を滞納していると年金は

　受けられませんが、免除を認めら

　　れた方は受けることができます。

　　免除には、法に定めてある要件

おにあてはまれば当然に免除される、

し　「法定免除」と、申請して知事の

ら　承認を受けて免除される「申請免

せ　除」’の二通りがあります。

板　　法定免除は、障害年金、障害、

　母子、準母子福祉年金を受けてい

　　るときや、生活扶助を受けている

　　ときなどに、届け出ることによっ

　て免除されます。

　　申請免除は、世帯主や配偶者も

　納めることが困難なときで

　　1．本人にも収入がないとき

　　2．本人または世帯の人が医療扶

　　助などを受けているとき

　　3．地方税法に定める障害者また

お　　は寡婦で収入が低いとき

し

4．その他災害などによって納め

　ることが苦しいときに、申請を

　して知事の承認を受ければ免除

　されます。

　免除を受けると、老齢年金を受

けるときに、免除を受けない方と

比べて年金が三分の一に減額され

ますが、将来、ゆとりができたと

きに10年前までさかのぼって、そ

の当時の保険料で追納することが

できることになっており、追納す

れば満額の年金を受けることがで

きます。

　くわしくは市役所市民課国民年

金係へ費5－2111内線131

老令福祉年金受給者の方々へ

　老齢福祉年金等の受取り方に有

利な利率が適用になる「定期郵便

貯金（1年）」の取り扱いが昭和

53年11月20日まで延長されました。

　対象は障害福祉年金、母子福祉

年金、準母子福祉年金、老齢特別

給付金の受給者、児童扶養手当、

特別児童扶養手当、福祉手当の受

給者に限ります。

　預入金額　1人百万円

　預入期間　1年

　貯金利率　年6．75％

　ご利用は1人1郵便局に限りま

す。利用の際は年金証書等をお持

ちください。

　くわしいことは郵便局の窓口に

おたづねください。

スポーツ少年団
　白石市体育協会では、白石市ス

ポーツ少年団員を次により募集しお

ています。　　　　　　　　　　し

〉目的・活動　日本スポーッ少年　ら

団団員綱領に則り1．健康なからせ

だを養い、次代を担う人になる。　板

2．ルールを守り他人に迷惑をか

けず社会に奉仕する。3．スポー

ツによって限りなく伸びる力を作

るため努力する・以上の目的を持　　1“

ち、卓球・柔道・剣道・水泳・白

川地区の五団体を組織し活動して

います。

〉応募資格　15歳以下の者（性別

不問、人員若干名）

〉申込み　随時市体育協会事務局

（市教育委員会社会教育課智5一お

2111内線411番）へ　　　し
　　　　　　　　　　　　　　　ら

　　　　　　　　　　　　　　　せ
ユース・ホステル　　　　　　　　　　　　　　　板

　　青春の楽しい旅に

　　　　ユース・ホステルを

　市教育委員会内にユース・ホス

テル入会申込所がありますのでご

利用下さい。

ユース・ホステルの規則を守れる　　1

満4歳以上の人なら、だれでも会

員になれます。

　くわしくは市教育委員会社会教

育課費5－2111　内線411
へ。　　　　　　　　　　　　　お

　　　　　　　　　　　　　　　し

　
貸
本
は

　
　
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す

思
想
の
花
び
ら
　
　
　
亀
井
勝
一
郎

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

　
　
　
東
京
大
空
襲
　
雄
鶏
社

全
国
博
物
館
総
覧

　
　
　
　
　
　
　
日
本
博
物
館
協
会

公
害
防
止
設
備
機
材
事
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
業
調
査
会

暮
し
の
た
め
の
法
律
78
　
加
藤
一
郎

全
国
地
名
読
み
が
な
辞
典
　
清
光
社

自
動
車
整
備
百
科
　
　
　
永
屋
元
靖

全
国
旅
行
案
内
　
　
　
　
清
水
英
二

会
社
四
季
報
　
　
東
洋
経
済
新
報
社

こ
と
ぱ
の
色
彩
　
　
　
　
川
本
茂
雄

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
　
　
　
石
河
利
寛

柔
道
水
濤
伝
　
　
　
　
　
富
田
常
雄

書
誌
学
序
説
　
　
　
　
　
山
岸
徳
平

新
と
な
り
の
芝
生
　
　
橋
田
寿
賀
子

山
形
の
と
ん
と
昔
　
　
　
武
田
　
正

ギ
タ
ー
ひ
き
語
り
、
ア
リ
ス
の
す
べ

て
　
　
　
　
　
　
国
際
楽
譜
出
版
社

戦
後
日
本
を
ダ
メ
に
し
た

　
　
学
者
・
文
化
人
　
　
細
川
隆
元

食
生
活
の
俗
説
　
　
　
　
岩
尾
裕
之

目
曜
日
の
お
し
ゃ
べ
り
　
草
柳
大
蔵

西
郷
隆
盛
　
　
　
　
海
音
寺
朝
五
郎

武
田
泰
淳
全
集
　
　
　
　
筑
押
書
房

岩
波
小
辞
典
経
済
用
語

　
　
　
　
　
　
　
　
脇
村
義
太
郎

1
日
ゆ
分
勉
強
法
　
　
　
阿
部
　
進

信
徒
の
海
　
　
　
　
　
　
大
原
富
枝

半
ち
く
半
助
捕
物
ば
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
古
山
高
麗
雄

雪
崩
れ
る
　
　
　
　
　
生
田
直
親

赤
ん
坊
の
生
ま
れ
な
い
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
田
誠
広

楽
器
の
歴
史
　
ウ
ー
ン
タ
ー
二
・
ツ
・
E

人
類
の
自
然
誌
　
　
　
伊
谷
純
一
郎

栄
養
学
辞
典
　
　
　
　
　
小
池
五
郎

日
本
年
中
行
事
辞
典
　
　
鈴
木
業
三

地
名
の
語
源
　
　
　
　
鏡
味
完
二

国
鉄
は
生
き
残
れ
る
か
　
大
谷
　
健

キ
リ
ス
ト
者
と
天
皇
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
切
信
男

母
の
霊
　
　
　
耕
治
人

七
つ
の
誓
い
　
　
　
　
北
村
寿
夫

以
上
新
入
書
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
）

なみ

のん

図

圭
日

館
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働く婦人の家
委員会へ（君5－2111内線

432）

お
し
ら
せ
板〉申込み

　夏にむかっての涼しい紙ひもの

れんの講習会を行いますのでお友

達を、お誘い合せの上申込みくだ

さい。

〉日時1脚｝（日）1・時一12日寺

〉受講料無料

　　　　　6月10日まで働く婦人

の家（a5－5095）へ

教育委員会
　　教育委員会では、放送を利用し

　での家庭教育学級生を募集してい

　ます。お子さんの健やかな成長を

　願い、皆さんとともに勉強をして

　みたいと思われる方、お誘い合せ

　の上お申込みください。

　〉学級名　N　H　K「おかあさんの
お
　　勉強室」家庭教育学級
し
　〉募集人員　小学校5・6年生を
ら
　　　もつ母親30名
せ
　〉実施曜日　毎月1回、第4火曜
板
　　　日、6月～3月まで年10回

　〉実施時間　10時～11時45分

　　レ学級名　N　HK「中学生日記」

　　家庭教育学級

　　〉募集人員　中学生をもつ母親や

　　家族30名
　　〉実施曜日　毎月1回、第4火曜

　　　日、6月～3月まで年10回

　　〉実施時聞　13時30分～15時15分

　　〉場所　いづれも市役所

　　〉申込み　6月10日出まで市教育

自衛官募集

　自衛隊では、自衛官（2等陸、

海、空士）を次の要項で募集して

います。

［＞応募資格　18才から24才までの

　男子

〉身　　分　特別国家公務員とし

　ての身分が保障されます。

〉給与　初任給8万3千7百円

〉その他　衣食住は無料で支給ま

　たは貸与されます。働きながら

　高校、大学への通学の道がひら

　かれています。

〉応募先　市役所市民課（費5－

　2111内線135）または自
　衛隊宮城地方連絡部柴田募集事

　務所（費4－2819）まで

　高水準の検査機能を備えた巡回

検診車「やすらぎ号」による成人

病検診を実施いたします。

　あなたの健康管理のため受診さ

れるようおすすめいたします。

〉対象者　40才以上の市民
（老入健康診査も同時に行います。）

〉検査種目　血圧・尿・眼底・血　お

　液検査・その他必要に応じて心　し

　電図・眼底・血液検査も行います。ら

お
し
ら
せ
板

日

7月3日
4日

5日

7日

いづれも13時20分から14時まで

です。

せ
板

ッ反検査BCG

刈　田　病　院

　腎不全患者に対する透折〔入口

腎臓）治療について。

　公立刈田綜合病院内科に八、工透

析室を設置し5月8日より、月・

水・金の週3回入工腎臓による透

析療法を行っています。

　小児結核はB　C　Gをまだ接種し

ていない小児に多く幼い、お子さ

んほど結核感染に対する抵抗力がお

弱く、重症になりやすいといわれ　し

ております。　　　　　　　　　ら

　次の日程でッベルクリン反応検せ

査とB　C　G接種を行いますのでこ板

衛　　生 課

　成人病検診

「自分の健康は自分で守る」それ

は、あたりまえすぎて気にもとめ

られてお1）ません。

の機会に接種をして下さい。

〉対象者　生後3ケ月から4才未

　満でまだ一度もB　C　Gの接種を

　受けていない乳幼児。ただし、

　はしかの予防接種後1カ月以内

　の方及び三種混合、日本脳炎予

　防接種後二週間以内の乳幼児は

　受けられません。

〉その他　母子手帳を持参

〉料金無料

1
∩
乙
3
4

日　　程

高山植物観察会

き
ろ
費
み

　
こ
　
込

と
と
経
申

7目2日（日曜日）

南蔵王芝草平周辺

バス代｛主復2，000円

6月20日まで

白石市中央公民館内

（費6－2453）
　蔵王自然保護協会へ

地区

白川

斎川

福岡

小原

越河

ク
射

ル
注

ベ
ン

ツ
リ

6月20日

6月20日

6月20日

6月27日

7月11日

ッ反測定と

BCG接種

6月22日

6月22日

6月22日

6月29日

7月13日

時　　間

9．20～　9．40

10，30～10．50

13．30～14，10

9．30～　9．50

9．30～IO．10

場　所

白川中学校

劇ll小学校

福岡中学校

小原小学校

越河小学校

他の地区にっいては8月に実施いたします。

14

お
し
ら
せ
板



三
種
混
合
定
期
予
防
接
種

　
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
咳
・
破
傷
風

の
定
期
予
防
接
種
（
第
一
期
）
を
行

な
い
ま
す
。

　
こ
の
予
防
接
種
は
予
防
接
種
法
に

基
づ
い
て
実
施
す
る
ジ
フ
テ
リ
ア
、

百
日
咳
と
保
護
者
の
不
安
が
著
し
い

破
傷
風
の
予
防
接
種
と
同
時
に
行
な

う
も
の
で
す
。

▽
日
時
　
六
月
十
三
日
十
三
時
三
十

　
分
～
十
四
時
三
十
分

▽
場
所
　
市
民
会
館

▽
料
金
無
料

▽
対
象
者
　
昭
和
五
十
年
十
月
一
日

　
か
ら
昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十
一

　
日
ま
で
の
出
生
者

▽
そ
の
他
　
①
記
入
し
た
問
診
票
と

　
母
子
手
帳
を
必
ず
持
参
し
て
下
さ

　
い
。
②
身
体
に
異
状
が
あ
る
場
合

　
は
接
種
前
に
医
師
の
診
断
を
受
け

　
て
き
て
下
さ
い
。
③
破
傷
風
を
希

　
望
し
な
い
場
合
、
事
前
に
市
衛
生

　
課
に
御
連
絡
下
さ
い
。

保

獲鴇健

日

1
5

6

7

8
12

13

〃

14

15

22

26

28

〃

〃

29

区　 分

3ケ月児健診

健康相談
妊婦教室
健康相談
妊婦教室
健康相談
妊婦教室
3ケ月児健診

健康相談
妊婦教室
健康相談
妊婦教室
1才6ケ月児健診

健康相談
妊婦教室
6ケ月児健診

6カ月児健診

健康相談
妊婦教室
健康相談
妊婦教室
12ケ月児育児相談

3才6ヵ月児健診

受付時間

12．40～12．50

9．00～14．00

13．00～14．00

9・30～14を00

13．00～14．00

9．30～14．00

工3．00～14．00

12．40～12．50

9．30～14．00

13．00～14．00

9．30～14．00

13．00～14．00

12時30分時闘厳守

9．30～14．00

13．00～14．00

12．40～12．50

12．40～12．50

9．30～14．00

13．00～14．00

9．30～14．00

13．00～14．00

13．00一・13．10

12．30～13．00

対象地区

全地区
白石地区

〃

越河地区

〃

大鷹沢地区

〃

全地区
大平地区

臼川地区

ク

全地区
小原地区

臼石地区以外

自石地区

斎川地区

〃

福岡地区

〃

全地区
全地区

場　 所

臼石保健所

自石市役所
〃

越河出張所
〃

大鷹沢公民館

〃

白石保健所

大平公民館

白川公民館

市民会館
小原公民館

市民会館
市民会館
斎川公民館

〃

福岡公民館
〃

市民会館
白石保健所

備　 考

53。2。12～3．8

51．12月生

52．12月生

52．6月生

49．12月生

3カ月児該当者　53．2．13～3．11日迄出生者

納　期

市　県　民　税

国　民　年　金

第1期
●●●●●●●●●●■●●●●●■●●●●●●●

6　　　　　　　　　　　　る
る　白石市の人ロ　3
●　　　　　　　　　　　　　　　

●

・　　　　　　　　5月1日現在　●
●　　　　　　　　　　　　　　　　●

警総姻　　　　　 δ
●　　　　　　　　　　　　　　　●
●　　　41，750（＋205）・
　　　　　　　　　　　　
●　男20，251（＋26）2●

δ女21，499（179）3
9世帯数10，921世帯（＋752）δ
●　　　　　　　　　　　　　　　●●　　　　（　　）内は前月比　　・
●　　　　　　　　　　　　　　　●
6●●●●●●■●●o●●●●●●●●●●●●6

休日急患当番医

7月

日

3
〃

4
〃

5
〃

6

区　　分

健康相談
妊婦教室
健康相談
妊婦教室
健康相談
妊婦教室
3ケ月児健診

受付時問

9．OO～14。00

13．00～14．00

9．30～14．00

13．00～14．00

9．30～14。00

13．00～14．00

12．40～12．50

対象地区

臼石地区
〃

越河地区
〃

大鷹沢地区

〃

全地区

場　 所

自石市役所

越河出張所
ウ

大鷹沢公民館
〃

自石保健所

備　 考

53．3．9～4．13

日

4

11

18

25

7
2

内　 科

引地医院
5－2036

柿崎医院
5－2210

亘理医院
5－8501

大沼医院
5－2502

広瀬医院
　5－0238

外　 科

刈田病院
5－2145

宮城医院
5－2062

刈田病院
5－2145

加藤（大）医院

5－2001

刈田病院
5－2145

都合により変更になる場合もあります。

3ケ月児健診該当者　53．3．12～4。8日迄出生者
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